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は じめ に

　筆 者 ら は ，環境 教育は 幼 児期か ら成人 に 至 る

まで の 生 涯学習 と して 位置付 けられる べ きで あ

る との 考 えか ら，幼 児期 に おけ る環境教育 の あ

り方 を模索 して い る 。

　 H 常 生 活の 具体 的 な場面 で の 対 処 の 仕方や ，

社会的 ル ール を学習 しつ つ ある 幼 児期 に，影響

力が 丿くき い と考え られ る 保護者 （主 に 母親） と

保育者を対 象に 質問紙調査 を行な っ た結 果，い

くつ か の 知 見 を得 た が
一 1

保 護 者 と保 育 者 の

各々 が幼児 に 関わる際 に 見られ た顕 著な 相違点

は，幼 児に 対 して 身近 な自然へ 関心 を向け させ

よ うとす る 意識で あ っ た 。

　保護者 自身は 自然の 大切 さを理解 して い て も

r一ど もとの 関わ りにおい て は具体的な対応が な

され る こ とが 少 ない こ とか ら，保護者 白身が そ

の 必 要性 に 自 ら気づ い て い っ て もらえ る よ うな

具体的 な取 り組み の 必 要性 を感 じ，そ の
一．・
方法

と し て 親 f一で の 絵 本作 りの 機会 を保育現 場が 提

供 す る試み を提案す る こ と に した 。

1． 目的

　環境教育 は 世論 の 関心 の 高 ま りを背景に，小

学校以 一ヒの 公教育 の 場 で 平成 14年度 よ り本格 的

な取 り組みが な され る予定で あ る、、

　幼児期 の 保 育 ・教育 の 現場で は，環境教育 と

し て の 糸1［織 的な取 り組み は まだ ほ とん どな され

て お らず，服告例 も少ない
’．月

臥 、

　 そ こ で 今 回は 次 の 3 点 の 実 現 を研 究 目標 と

し，実践結果 を考察し問題 点 を明 らか にする こ

とと した。

1 ．保育現 場 に対 し ， 環境教育 の 具体 的な事例

を紹 介す る こ とを通 して ， そ の 他 の 方法 も工 夫

して もらうため の きっ か け作 りとする 。

2 ．保 育現場 か らの 働 きか けで 保護者 と子ども

が，楽 し く協力 しなが ら絵本作 りをす る 場 を設

定 し て もらい ，子 ど もが 喜ぶ 活動 を通 し て 作品

の 内容 に つ い て 共に話 しA う中で ， 保護者が y一

も り　 ひ さ こ 〔幼児 教 育学科 ）　 　 い しづ か 　 み つ よ 喰 物栄養学 科 ）

一 50 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Toyama College

NII-Electronic Library Service

Toyama 　College

富山 短 期大学紀要第37巻

ど もを 自然と関わ らせ る こ との 大 切 さや 幼児期

か ら の 環境教育 の 必要性 に ， 自ら気づ い て も ら

う。

3 ．今回の 企画の 提案先は ， 本学幼児教育学科

（保 育科 ）卒業 生 の 勤務先 と し， リ カ レ ン ト教

育の
一助 とす る。

ll．方法

1 ．絵本館 へ の 協力依頼 （平成 13年 2月 ， 6月｝

大島町絵本館で は ，
こ れ まで に も公民館や 図書

館 ・学校等か らの 要請 を受けて ，絵本作 りや絵

本 の 読 み 聞か せ な ど の 出張 講座 を実施 し て い

る 。 そ こ で今 回 の 企画 を説明 して協力 を要請 し ，

企画 の 受 け入れ先が決定 した時点 で ，改め て 依

頼 を した 。

2 。受入先 の 決 定（平成 13年4月〜5月）

：1i．）dy学 同 窓会名簿（2000年発行）を基 に ， 県 下 を

4 ブ ロ ッ ク に 区分 した 保育職従事者名簿を作成

し，比較 的初期 の 卒 業生 を中心 に リ ス トア ッ プ

す る 。 趣 旨の 説 明書 を送付 し，今 年度の 勤 務

先 ・所属長名 ・受入れ の 可 否を打診する 。

  保 育現 場 の 責任 者 （所属長） と して 従 事して

い る 卒業生 お よ び   で 受人 れ 叮能 と の 回答 を得

た所属長宛 に依頼状 を郵送し ， 受人 れ 叮能な ら

希望す る 日時を提出 して もら う。 （5月1

  受 入れ 希望 先 リ ス トを作成 し，絵 本館 の 都合

と も照合 して ， 実施 日程 の 調整をす る 。

　本年度本学主催の 大沢野町公 開講座 の プ ロ グ

ラ ム に も加えて もら う。

3．IE，f一手作 り絵本教室 の 実施（平成 13年6月〜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10月｝

  受入 れ希望 先 へ 絵本館職員 と同行 し ， 保護者

に対 して 企画 の 趣 旨を説明 して か ら ， 絵本館職

員が絵本作 りの 指導を行 なう。

  親子 で の 絵本作 りの 終 了時 に ，保護者に対し

て ア ン ケ
ー

ト調査 を行い
， 回収す る 。 会場へ 同

行で きな い 場合 は ， 絵本館職員に託 す。

  後 口， 受け入れ 園宛 の ア ン ケ
ー

ト用 紙を郵送

し，記入の ヒ返送 して も らう。

  応 募 作 品 の 中 か ら 「C ＆ E 賞 （Child ＆

Environment 賞）」を選 び，表彰す る 。 （平成13

年10月）

4 ． 8 月 まで に実施 した 内容 に つ い て 考 察 し，

今後 の 課題 を明 らか にす る 。 （平成13年9〜10月｝

皿．結果 と考察

1 ．受 人れ先決定 まで の 経過

　保 育専 門職 に従 事 して い る卒 業生に ， 企画の

表 1．受け入 れ先決定ま で の 経過

経過

  卒業生 へ の 打診数

  所属長宛 の 依頼数

  受 け人れ 回答数

  絵 本作 り実施 先数

　 （＋ 公開講座 ）

地 区 回　　答
1 富山 H 高岡 m 新 川 w 砺 波

＼
計

可 不可 そ の 他

り打診数 35 4 25 14 98 13 14 2

り依頼数 8 6 4 4 22 ll 11 0

］答数 3 4 1 3 ユ1 10 1 0

こ施 先数 2 4 1 3 10

卑座 ） （＋ 1） ll
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表 2 ．親子 手作 り絵本教室の 実施状況 （6〜10月 ・10 月分 は予定）

NO 幼
・
保 別 地区 実施 日 受講対象者

・ 数
趣旨

作品の 種類

説明

1A 幼 16 ，15 5 歳 児 親 子　51組 〔⊃ a

2B 幼 」 6．294 ・5 歳児親子　31組 ○ f

3C 保 w6 ．302 〜5 歳児親チ　57組 ○ b ， c

4D 保 nI7 ．7 4 歳 児 親 子 　 7組 c） 9

5E 幼 17 ．104 ・5 歳児親 子　31組 （一） d

6F 保 H7 ，12 5 歳児親子　27組 × f，9

7G 保 w7 」3 3 歳児親 子　 i5組 oa

8H 保 H7 ，144 ・5 歳児親子　22組 X9

91 保 jv8 ．43 歳 〜小 2 親子　10組 X9

10J 保 H8 ．9 小 1 児竜の み 　 22名 × a ，　 e

llA 幼｛再） 【 10．19 4 歳児親子

12K 保 H10 ．304 ・5歳児の 保護 者の み

注 ；作 品 の 材
』
料 は あ らか じめ 受 入 園 の 希

　 望 を 聞 き、次 の 2 種類 の 中か ら、選 ん

　 で もら っ た。

1，絵本キ ッ トを利用す る。

a とび だ すどうぶ つ の お や こ 絵本

b 【まく1よく糸会本

c 布表紙 絵 本

d と び だ す ど う ぶ つ 絵本

e とび だ すき ょ う りゅ う絵本

且．牛乳 パ ッ ク を再利用す る、．

f ミ ラ ク ル ボ ッ ク ス

g くる くる 絵本

受入れ の ロ∫能性 を打 診 して か ら，実施に 至る ま

で の 経緯は ， 表 1．に示 す通 りで ある。

表 1．の   卒業生 へ の 打診の 結果 ， 回答が あ っ

た 29通 の 内，受入 れ 叮が 13通 ， 不可 は 14通 で あ

っ た。

　  で の 受入 れ 不可 の 理 由 と して は ，多忙 な現

状 で は所 長に 依頼 しに くい
， 園 の 年間行事予 定

あ り，委託研 究事業 の 予 定あ り，常勤 の 保護者

が 多 く平 日に 集 まっ て もら うこ とは困難，地元

の 図書館 で類 似経験 あ り，転勤 で 専門職 に従事

せ ず等 ， 様々 で あ っ た。

　  の 段 階で 受入れが不 可に な っ た理 由 と して

は， 日程調整が つ か な い
， 保護者 会の 賛 同が 得

られ な い 等で あ っ た。

　  の段 階で 希望 日程が重複 した た め に他 の 日

で の 調整が つ かず ， 止 むを得ず取 り1E め とな っ

た 園が あ っ た 。

　い ずれに して も多忙 な保育現場の 様子が 窺え

た が ， そ の 中で も企 画の 受入 れ をし て い ただけ

る 園が 11箇所あ っ た こ とは あ りが た か っ た 。

　対象児の 年齢別 に 2 回実施 さ せ て い た だ く園

もあ り， 計 11箇所 12回の 実施 となる 。

2 ．親子手作 り絵本教室 の 実施

　受入れ 園で の 計 12回の 実施状況 は，表 2 ．に

示す通 りで ある 。

　手作 り絵 本教室 の 参加対象は 3歳以 Lの 幼 児

と保護者 と して 依 頼 して い た が，実際 に参加 し

た の は 2 歳 か ら小 2 まで とな っ た 。 筆者が 同行

で きた の は ， 8 月まで の 10回中 7 同で あ っ た が，

J 保で は都合で 卒園 生 の お 楽 し み 会と して 実施

され た の で ， 企画の 趣 旨説明は行 なわず， 6 園

の み で 趣 旨説 明 を行 な っ た。（表2．該当欄 の ○

印）

　説明 の 内容は ，環境教育 と して は 身近な 自然
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との 関わ り ・省 エ ネ ル ギ
ー ・水や 空気 ・食 ・ご

み と リサ イ ク ル 等が 考えられ る こ と，幼児期か

ら の 教育が必 要 な理 由，特 に身近 な 自然 と関わ

る こ との 大 切 さに つ い て 話 した 、，

　 1 回の 時 間は幼児の 興味持続 時 間を考慮 し，

90分程度を都合 して もらっ た 。 2 時間確保で き

た場合は，保護者に 対 して 過去の 調査結果等 も

踏 まえて 詳 しく話 した り，製作後 に作品 を見せ

合 う時 間を設けた りしたが ，90分の 場合は趣 旨

説 明は 10分程度 に し，製作 時間を確保す る よ う

に した 。

　作品は，絵本館で扱 っ て い る絵本 キ ッ トもし

くは，牛乳 パ ッ ク を再利用 する キ ッ トの い ず れ

か を利 用 して もら うこ と に し，受入れ 園へ あ ら

か じめ 希望 の 確 認を して お い た 。 各園 に よ っ て

取 り組 む作 品は，表 2 ．欄 外注 ；に あ る a 〜 g

の 7 種類 で バ ラ エ テ ィ
ー

に 富ん で い たが ， 同 じ

材料 を用 い で も，その 紙面の 配色や描か れ る内

容 はす べ て 異 な っ て お り， 個性 が発揮 され た も

の とな っ た 。 作 り方の 説明 を聞 きなが ら の 製本

の た め に時 問が か か り，内容が完 成 しな い 人 も

い た。

3 ．保護 者の 反応

　親予で の 絵本製作終 了後，その 場 で 保護者 に

ア ン ケ
ー

ト用紙 へ の 記入 を依 頼 し，回収 した 。

同 行で きなか っ た うちの 1 箇所へ は 配布 を絵本

館 職貝に託 し，園長に 後 日回収 して もら っ た 。

　 12回 の 実施 予定 ll．T， 8 月末まで に 10園で 実施

したが ，その 中で 8 園の 保 1護者 に行な っ た ア ン

ケ ー ト調査の 内容は 末尾に，結果は 表 3 ．に示

す通 りで ある （平均 回収率90．9％ ）。

　全体 と し て の 感想 は全 員が ， 楽 しか っ た（平

均81％）
・まあ楽 しか っ た（平均 19％）で ， 保護者

には好 評で あ っ た とい えよ う。

　 また問 6 の 意 見や 感想 の 自由記述欄 に は 表

4 ．に示す通 り，ア ン ケ
ー

ト同答者 219名中の

表 3．保護者向け ア ンケー ト結果

　　幼保
NO　 　 　 地区
　　 の 別

1

2

3

4

一
b

6

7

8

A 幼 I

B 幼 I

C 保 IV

D 保 皿

E 幼 I

F 保 H

G 保 W

H 保 ll

平均値 （％）

回 収
回 答 者　内　訳 （入） 製作経験 全体として の 感想 ｛％）

（数）（％）
母 …　　　1

父

一

　　　i両親 …副　　　1　　　　　　　　　1　　　　　　　　　1

祖烈　　　　1

他 有 i　　　l

　　　」
．4旺’幽L噛
　　　：

1無記入
楽し　 ：

か っ た　　　　1

まあ楽し：あま噤 し
：かっ た　　　　　1

：くなかっ た

1l 　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　ト 1 11 1 1

… 1　 　　 ：　 　　 1 ： ： ： ： ：

4588245 　 ：

I　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　I

I　　　　　　　　　I　　　　　　　　　F

I　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　」 ； 11i33 … 171 ．1 …28，9 … 0
： ：　 　　 l　 　 　 l 「 ： ： ： ：

2890 ，326 　：
　　　1I

　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　「
I
　 　 　

I
　 l　 ・

I　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　F11
7i19 　：

　　　1292
．9　：

　　　　17
ユ　：
　　　10

1I 　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　脚 ト 11 1 1

： ：　 　　 ：　 　　 ： ： ： ： ： ：
5494 ，742 　 1

　　　1111 　 1　 1　　　 1 ： 12140 　 1

　　　12648
　 1

　　　　135
，2　 1

　　　　10

： ：　 　　 ：　 　 　 ： ［ ： ： ： ：

7100 ．07 　 ：　　1I

　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　L

：　 　 　 ［　 　 　 ： i 2i5 　 ：　　1085

．7　 ：　　　　1143

　 ：　　　　10

11 　　　　　　　　　「　　　　　　　　　bL 11 1 111 　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　i 卜 11 1 1
31100 ．031 　

1　　　11 　　　　　　　　　「　　　　　　　　　脚1　　　　　　　　　　卜　　　　　　　　　　幽 ヒ 161　　115 　
1　　　10839 　

1

　　　　116
．l　 I

　　　　I0

1I 　　　　　　　　　　F　　　　　　　　　　F1 11 1 1

： ：　 　 　 「　 　 　 ： ： 亅 ： し E
2592 ．617 　： 3 ：　　　 ：　 5　 ： ： 41　　121

　 1　　　1084 ．0　・　　　　116 ，0　・　　　　r0
11 　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　i1 11 1 111

　 　　
」
　 　 　 ：

i 11 1 1

1493 ．310 　 ： 1 ：　　 ：　 2　 ， l　 l 3 ： ll　 ： 085 ．7　 114．3　 ： 0
1I 　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　I1 11 口 1

： ：　 　 　 ：　 　 　 ： ： ； ： 「 レ
1568 ．26 　

1

　 　 171 　 2　 ”
1　　　　　　　　　 卩　 　 　 　 　 　 　 　 　 1i 015 　： 080 ，0　：20．O　l0

1I 　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　I 」 1

11 　　　　　　　　　 F　　　　　　　　　 卩 鬮 1L ： ：
11 　　　　　　　　　　　F　　　　　　　　　　l1 11 1

11 　　　　　　　　　　　［　　　　　　　　　　11 11 1 ：

90．9
　　　　 ：
81．O　l
　　　　l

　　　　 ：
19．O　l
　　　　幽

0
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70名（38．2％）が記述 して お り，そ の 主な 内容 は

次 の よ うに大 別 され る 。 （＊ 印 は要望 ・反省 な

ど）

　 〈 2， 3歳児の 保 護者 の 場合 〉

　 自由記述回答 … … C 園， G 園

・
子どもの 興味や 関心 に合 っ て い た 。 　 　 4

・楽 しか っ た 。 　　　　　　　　　　　　 3

・作 り方が簡 単です ぐに作れ る の が 良 い 。 3

・家で もや っ て み た い 。　 　 　 　 　 　　 2

・親の 方が真 剣に な っ た 。　　　　　　　 1

・子 ど もの 発想の す ば ら しさに 感心 した 。 1

・今度は 自由 な材料で 作 りた い
。 　　　　 1

＊ 前以 て 色塗 りを して お け ば どうか 。　　 1

＊ 親子活動の 後で 集中で きなか っ た 。　　 1

＊ 個 々 の ペ ー
ス の 違 い に 配慮 して ほ し い 。 1

＊ もう少 し時間が あれ ば よ か っ た 。 　 　 1

＊ 長時 間
．・

緒 に 楽 しく過 ごす に は難 しい
。 l

　 C 園で は 2 〜 5 歳 児を対象とする保育参観が

朝か ら実施され ，そ の ま ま親子 で遊 戯室へ 移動

して の 絵本作 りとな っ た。親子活動 の 疲れ もあ

っ たであ ろ う し，多 人数の た め に 人の 出入 りも

多 くな り， 落 ち着けなか っ た子 もい た と思わ れ

る 。 親子で の 協 同製作 とは い え，年長児 らに 合

わせ た時 間設定 とな っ て しま っ た こ と も， や や

無理 が あ っ た と考えられ る 。

　 G 園 の 場合 は 3 歳児親子 の み を対象 と し，活

動の 導人 として 担任保育十 に よ りペ ープ サ ー ト

で ご み の 分 別 をテ
ーマ とす る ・1劇 が行 なわ れ

た 。

　活動 ス ペ ース に 余裕が あ っ た こ とや ，途中で

休 憩 （お や つ の 時問） を組 む な ど，時 間配 分 の

Jl夫が あ っ た こ とも ， 集 中 して 取組 め る 要因で

あ っ た 。 また おや つ と し て 出さ れ た紙 パ ッ ク 人

ジ ュ
ー

ス を飲み 終 えた際 に は，空箱 を平 ら に し

て ス トロ ーとは分別 し て 捨 て る こ と等 ， そ の 場

表 4 ．保護者の 自由記述内容

NO
幼保
　　　地区

回収数 舳 記述の回縮
チ どもの 年齢別内訳σg

の 別 ｛人｝ 数（人｝（％1 I　　　　　　　I　　　　　　　脚
2歳 ：3歳 ：4歳 15歳
　 　 　 I　　　　　　　 I　　　　　　　 I

1A 幼 14514 　 31，1
　　I　　　　　　　l　　　　　　　I

− 1 − 1 − ： 14　　1　　　　　　　　1　　　　　　　　1

2
　
　

　

3B

幼 工

C 保 ［V28 54

】0　 35．7

9　 16．7

　　I　　　　　　　I　　　　　　　I

　 　 脚　　　　　　　 0　　　　　　　 1−
　・　 −

　 1　 5 ・　 5　　卜　　　　　　　　I　　　　　　　　l　　ト　　　　　　　1　　　　　　　卩
　　I　　　　　　　　I　　　　　　　　卜
至 ：　 5 ：　 ユ 「　 2

　 　 1　　　　　　　 1　　　　　　　 1

4D 保 皿 73 　 42．9
　　1　　　　　　　　1　　　　　　　　1

　 　 1　　　　　　　 1　　　　　　　 1−
　 1

−
　 1　 31 −

　　1　　　　　　　　」　　　　　　　　1

5E 幼 131 】0　 32．3
　　嚠　　　　　　　　l　　　　　　　　I

　　I　　　　　　　I　　　　　　　I一
　
国一

　
’
　 31　 7

　　1　　 ：　　 ：

6F 保 H257 　 28．0
　　F　　　　　　　　I　　　　　　　　I
−
　：

一
　：

一
　：　 7

　　1　　　　　　　　1　　　　　　　　E

7
　
　　
QOG

保 WH

保 Il1415H

　 78．66

　 40，0

　　I　　　　　　　　I　　　　　　　　I
　　I　　　　　　　　I　　　　　　　　I−
　 IllI 　

−
　・−

　　I　　　　　　　I　　　　　　　I

　　I　　　　　　　I　　　　　　　I　　I　　　　　　　　I　　　　　　　　I

−
　：

一
　：　 5 ：　 l

　　I　　　　　　　I　　　　　　　I　　I　　　　　　　I　　　　　　　I

計 21970
　I　　　　　　　I　　　　　　　I

l ： 16 ； 17 ： 36
　1　　　　　　　鬮　　　　　　　1

に即 し て 環境 教育 の 適切 な指 導 が な され て い

た 。

〈 4 歳な い し 4 ， 5 歳児の 保護者 の 場合 〉

自由記述 回答
… …

　 B 園 ， C 園．　 D 園

　 　　 　　 　　 　 E 園， H 園

・楽 しか っ た 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 g

・牛乳 パ ッ ク で 作れ る こ とが 意外だ っ た 。6

・家で も作っ て み た い 。

・父 子の ふ れあ い が で きて よか っ た 。

・簡単に 作れ て よか っ た 。

・お もしろ か っ た 。

・集 中 して 取組め た e

・大 切に した い
。

・牛乳 パ ッ クで も作 っ て み た い 。

＊ 子 ど もに は少 し難しい の で は な い か 。

＊ もう少 し時間があれば よか っ た 。

＊ 子ど もに 落ち着 きが無か っ た。

＊ 2 ・3 歳 向け の 材料の 方が よか っ た。

62211k12211

　牛乳 パ ッ ク の キ ッ トは ， 絵本館職 員と の 事前

打 ち合せ の段 階で ，環境 をテ ーマ とす る の で あ
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れ ば，牛乳 パ ッ ク を再利用 して の 絵本作 りは ど

うか と の 提案 を得 て ，受入れ 園で の 製作 品選定

の 際 の 選択肢に 加えて あ っ た 。

　前回 の 調査結果か ら も， 保育現場で は 牛乳 パ

ッ クは頻繁 に再利用 され て い る が 主 として幼児

の 工 作用材で あ っ た り，保育者が製作す る遊具

や 小物入れ等 と して 活用 されて い る。

　今回 の 絵本作 りで は ， 製作 に必要 な付属材 料

が あ らか じめ セ ッ トされ て お り，取組み や す い

こ とに 加えて ，立 体的 な箱 に紙 を貼 っ て 描 くと

い う発想が，保護 者に も f一ども達 に も興味 を引

くもの で あ っ た よ うだ 。

〈 5 歳 児の 保護 者の 場合 〉

自由記述 回答… … A 園 ，F 園

・親子 で楽 しめ た 、，楽 しか っ た。

・お もしろか っ た 。

・家で も作 っ て み た い 。

・親子で ふ れ あえた 。

・よ い 経験 に な っ た 。

・r一ど もも真剣だ っ た。

3221111

・
ほ ん わか した気持 ちに なれた 。

・自由な材 料で 作 っ て み た い 。

・適切 な ア ドバ イ ス が で きなか っ た 。

＊ 少 し難 しい 。

＊ もう少 し製作時 間が 欲 しか っ た 。

＊説明が聞 き取 りに くか っ た 。

A 園，

が ，

111111

　　　 F 園は共 に 5 歳児親子で の 活動で あ っ た

　　 A 園 で は 90分で 絵本キ ッ トを利用 し， F 園

で は 120分か けて 牛乳 パ ッ ク利用の 製作 に取組

ん だ 。

　絵本 キ ッ トで は 製本が簡単な分，ス トー
リ
ー

を考 えて 文字で 表 す こ と に も集中で きた と思 わ

れ，牛乳 パ ッ ク を再利用 す る場 合は製作工 程が

複雑で はあ るが，白い 画面 に 白由に 描 ける こ と

もあ り，年長児の 興味や 関心に 見合 っ た活動 と

な っ た と思 われ る。

　 4 歳児 ， 5 歳児 が取組 ん だ 7 園 中， 4 園で は

い ずれ も牛乳 パ ッ ク を利用 する もの （ミ ラ ク ル

ボ ッ ク ス
， くる くる えほ ん） で あ っ た 。

4 ．保育者 の 反応

　こ の 企 画 を受入 れ て 実践 の 場 を提 供 して 下 さ

表 5 − 1．保育者 の 回答 （企 画 か ら受 入れ決定ま で ）

回答園
1．妥当な

依頼時期

2．企 画の

受人 れ

理由

3参 加対象　と　対象決定の 理 由

ユ．B 幼 前年度末 a ． 4，5歳 児（在園児と保護者｝　 家庭教育学級を兼ね て 行な

2．C 保 4 月当初 b ． 2〜5歳児 と 保護者　　3歳か らが望ま しい が保育参

3．E 幼 5 月 a ． 4，5歳児（在園児と保護者）　 親子で
一

緒 に絵本作りの 楽し

4．F 保 4 月当初 a ． 5 歳 児 と 保 護 者　　内容 が 年長児 に 合 っ て い る

5．G 保 4 月 当初 a ． 3 歳 児 と 保 護 者　　園の行事等の 関係で、低年齢力

機会をもつ こ とが大切，、

6．H 保
一

a ．C ． 4，5歳児 と 主 に 父親　 男女参画子育て 支援になるよ

もつ 。製作可能な年齢、

7．1 保 5 月 C ． 3歳〜小2年生 と保護者　親子活動 と兼ね た 。

注 ；問 2．企 画 の 受入れ理山 に つ い て ・… a ．企画 の 趣 旨 に賛同　 b ．趣旨が園の 行事に 合致　　c ，その 他
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表 5 − 2 ．保育者の 回答 〔当日 お よび後 日 の様子）

回答園

1，B 幼

2．C 保

3．E 幼

4．F 保

5．G 保

6．H 保

7．1保

4，当 日 の 様子 を見 て

親子で手際よく作業を分担し、和やかに進めで楽しそうだっ た

親子共に真剣に取粗んでいて大変良かっ た．

2歳児の参加は他の集中を妨げたかもしれない一

親子で楽しく会話しながら，一・繕に楽しんでいる様子が伝わっ てきた，

保護者のアイディアの豊かさにも驚かされた。

普段と違っ た親子の関わt〕やほのぼのとした雰囲気をみることができた、

3歳児の活動時間としては長いと思っていたが、楽しく集中していた

親の様々な様子が見られた 子どもの楽しそうな顏が印象的だっ た．

参加者の様子を見ながら講師の手伝い をしていた，

5．後 日 の 子 どもや 保護者 の 反応

しばらくの問園で子ども達同トで遊んでいだ保護者からも楽しかっ たと感想があった

4、5歳児は作っ た作品をみて話し合っ ていた、保護者も良い企画だとい う意見が多かっ た

2，3歳では、親の方が楽しんだとか、難しかっ たという方もいた．

家で続きを
一
緒に作っ た転友達同士で見せ合ったり、作品を大切にしている話を聞いた

友達同士で見せ合っ たり、自分の絵に意味付けしながら、お話作L）を楽しんでいた

家で何度も読んで欲しい と言っ たり、妹に自分でお話を考えてよんであげていたと聞いた

問かけに「楽しかっ た」ととい う反応が返っ てきた、

楽しかっ たという意見が多く、家でも作っ てみたりしていた

表 5 − 3 ．保育者の 回答 （今後の 企画 に対 して、本研究の 趣 旨に 関す る意見 ・ 感想）

回答園

6．今後の 企

画提案に 7．研究の 趣 旨 に つ い て の 意 見・感想

対 し て

1．B 幼 a ． 環境 教育 は こ れか ら ますます重要性を増す の で 、 良い 企画で 楽 しめ た、、

2．C 保 a 。 一

3．E 幼 a ． 幼児期か ら の 環境教育 を難し く思 っ て い たが、身近 な環境 に つ い て 考え る

きっ か け作 りとわか り、よ か っ た 。

4，F 保 a ． 子 ど もた ちが とて も喜 ん で い た の で 、ま た作 っ て み た い 。 他の 方法で も子ども

達 と
一緒に作 っ て み た い 。

5．G 保 a 。 環境 教育を身近 に 感 じとれ る機会に な り、勉強 に なっ た．

6．H 保 a ． 「環境教育」と し て の 他 の 取 り組 み な どの 紹 介 も聞か せ て も ら えれ ば なお よ

か っ た 。

7．1 保 a ． 一

注 ；6．今後 の 企画 に つ い て ・…　 a ．で きる だ け応 じた い 　 b ．今 は 何 と も言えな い 　　c ．応 じ か ね る

っ た保育現場 10園内 8 園 （A ， J園除 く） の 先

生方 に 対 し ， 今後の 参考に する た め に後 日 ア ン

ケ
ー

トを郵送 し ， 園の 代表者 また は受入れ担任

に回答 を依頼 した 。 ア ン ケ ー トの 内容は ，

問 1．依 頼時期の 妥当性

問 2．企画の 受入 れ理 由

問 3参 加の 呼びか け 対象と決め た理 由

問 4当 日 の 様子 に つ い て の 感想

問 5．後日の子 どもや 保護者 の 反応

問 6，今後の 企画 に つ い て

問 7．こ の 企画に対す る意見や 感想　 で ある 。

　 7 園 の 保 育者か らの 回 答結果 は表 5 − 1 ．〜

一 56 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Toyama College

NII-Electronic Library Service

Toyama 　College

富 山短期大 学紀要第37巻

表 5 − 3 ，に示 した 。

　表 5 一
ユ．よ り，今回 の 企画実施 の 依頼 は 5

月初旬 に 行な っ た が ，よ り1
〒
L く年度当初の 年間

計囲位 案時期1に組込 ん で も ら うよ うに す べ き で

あ っ た 。

　また 企画に賛同 され た園で も，各園独 自の 行

事 に組 込む形 で実施 され た園が多 く，保護者に

園へ 足 を 運ん で もら う機会 を T一夫 して 下 さ っ た

こ とが わ か っ た。

　表 5 − 2 ．お よび 表 5 − 3 ．か らは r一ど も達

や 保護者，親子の 様子 の 記述 内容 か ら も， 実施

を受入れ て 下 さ っ た立 場か ら も，企画内容を 肯

定 的に受け IEめ て もら えた こ とが 伺 えた。

　 また参加 した 保護者 の 声 を紹介 して 下 さ っ た

園 もあ り， 自宅 へ 持 ち帰 っ て か らの 参加者の よ

り詳 し い 様子 を把握で きた 。 こ れ ら の 主な内容

は，保護者の 立場 か らの もの だが，

・意外 と簡単 で ，子 ど もと
．
緒 に作れ た こ とが

楽 しか っ た 。

・普段 なか なか機会が な い こ と をで き て 楽 しか

っ た 。

・子 ど もが 喜ん で 取組 ん で い る 様 ∫や，家で も

大切 に 扱 っ て い る様子 を見 る こ とが で きた こ と

が ， 親に と っ て も喜 び に な っ て い る。

・楽 し い 夢 の あ る作 品が 作 れ た 。 な ど で あ っ た 。

また帰宅後の 子 ど もの 様子 と して は ，

・r一ど もが ， また 作 りた い と言 っ て い る 。

・楽 しか っ た こ とを思 い 出 して ， 作品で遊 ん で

い る 。

・帰 宅後家族 に話 し ， 寝 る と きも抱 い て い た。

・帰宅途 中 ， 楽 しか っ た こ とを話 して くれた 。

・一生懸命に取組 み ，時 間が足 りなか っ た と言

っ て い た 。

・上 手 くで きた こ と を喜び ，家で も姉と作 っ て

くれた 。

な ど ， 子 ど も の 喜ぶ 姿を目 の あた りに した保護

者 の 喜びが 伝わ っ て きた。

5 ．幼児 の 反応 （製作中 の 様子お よび 作品か ら）

　製作 過程で は親 子で作業分担を した り，親が

f一ど もの 作業の 補助 をした り， 親の 方が製作に

夢中 の 様子 が 見 られ た り，それ ぞれ 微笑 ましい

光景が展開 されて い た 。 また子 ど も達 は
， 自分

の 作品 を互い に見せ 合 っ た り，指導者に も見せ

て くれ た りして 喜 ん で い た 。

　製作終了時 に保護者に ア ン ケ
ー

ト調査 を実施

し た折，作品募集の お知 らせ を して お い た 。

　今 回の 企画 の 趣 旨を保護者に 説明で きた の は

6 園で あ っ たが ，募集期間 を 9 月に した こ とも

あ り，応募作品は 4 園か らで 計 35点が 寄せ られ

た。

　 10月初旬に筆者ら 4 名で 審査 の 結果 ，「幼児

と環境 （C ＆ E ）賞」と して 次 の 5 点 を選出 し ，

表彰 した 。 必ず しも企画 の 趣 旨 を踏 まえた内容

の 物 ばか りとは 言え な い が ，い ずれ も親 ∫
：
で 楽

しみ なが ら製作で きた ，と い う思 い が 伝 わ っ て

くる よ うな作品 をとい う観点か ら選ん だ 。

〈 受賞作 品名 と主な 内容〉

・ 「うさ ぎさ ん となか またち」（どうぶ つ 絵本キ

ット使用 ）

　 人参の 嫌 い な うさぎさ ん の ため に ，他の 動物

達が 知恵 を出 し て 食べ られ る よ うに して あ げ る

お話 。

・ 「はなの ほ ん 」怖 表紙絵本キット使用）

　 自分が 知 っ て い る 四季の 花 と，そ の 名前を春

か ら順に ，美し い 色彩で描 い て い る。

・ 「なぞ なぞ ぶ っ く」（布表紙絵本キット使用｝

　 クイ ズ の 本 。 問題 の 裏ペ ージ に答 とそ の 図が

描か れ て い る 。

・ 「ボ ケ モ ン ミラ ク ル ボ ッ ク ス 」（牛乳バ ックの キ

ット使用）

　 牛乳 パ ッ ク で 作 っ た 立 方体 四 面 を 1画 面 と し

て 6 画面 に描 ける もの で ，大 き く伸 び や か に ポ

一 57一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Toyama College

NII-Electronic Library Service

Toyama 　College

ケ モ ン の キ ャ ラ ク タ
ー

が描 か れ て い る 。

・ 「うん ど う会」（牛乳バ ックの キット使用）

　 うさぎの 綱 引 き，ア シ カ の 玉入れ など，動物

達 の 楽 し い 運動 会の 様子が描 かれ て い る 。

　 受賞作 品 を製作 した 子 ど も達の 製作過程 を，

製作 当 日 の ス ナ ッ プ写真の 中か ら探 し出 して 見

る と，その 様 r一か らは，次 の ような共通点 が見

受 け られた 。

・説明を聞い て キ ッ トを加 llし，製本化す る段

階か ら，で きるだ け 自分で しよ うと して い る 。

　 （親 に 手伝 っ て も らう部分が 少 ない
。 ）

・製本化 した段階で 満足 して しまう了 もい る中

で ，自分の 描 きた い こ とや もの が は っ き りし て

い る た め，周 囲の 様子 を気にせず に 集中 して製

作 を続 け て い る 。 （製本が．手際 よ く，周囲 の f一

よ りも早 く描 き始め た り ， 文字を書 き込ん だ り

する段階に まで進 む子が多 い 。 ）

な どの 特徴 が 見 られ た 。

】V 　まとめ

　昨年まで の 研究結果か ら，幼児 の 保護者は 自

然 の 重要性 に つ い て の 知識 はあ っ て も， 日常生

活 の 中で r一ど もとの 関 わ りを通 して それ に親 し

ませ る とい う実践 が 少 ない こ とか ら，保護者 自

身に そ の 必要性 を自覚 して もらう具体的 な方法

を提示する こ とに し た 。

　親子が 抵抗 な く取 り組 め る楽 し い 活動 を通 し

て じ っ く りと向 き合 い ，子 ど もへ の 関心 を向け

て もらうこ とを通 して 徐 々 に 自然 と関わ る こ と

の 大切 さに 気付 い て い っ て もらう方法を考え，

そ の 一例 と して ，親子で の 絵本作 りを保育現場

へ 提案 した 。

　卒業生 の 勤務園 へ の 呼掛 けに対 し受人れ を了

解 され た園 で は ， 家庭教育学級や親 f一の 集 い 等

の 機会を積極的に利用 し ， 子育て 支援 の 意味 も

加 味 し て 下 さ っ た 。

　 大島町絵本館職員 の 協ノJ を得 て ，教材 の 提供

と絵本製作 の 指導に 当た っ て もら っ たとこ ろ ，

参加 した保護 者へ の ア ン ケ
ー

ト結 果か らは，楽

しか っ た と い う意見が 大多 数を占め た 。

　 親 ∫
・
で の 活動 の 場 で は，大 人向け の 話に 長時

間を割 くこ とが で きず ， 今回 の 企画 の 趣 旨説明

を どの 程 度理 解 して も ら えたか は 疑 問が 残る

が，親 f と も楽 しく活動 して い る様子は i’分に

伝わ っ て きた 。 子ど も達が保護者 に 見守 られな

が ら，凵を輝 かせ て 意欲的 に製作 に取細 ん で い

た姿が 印象 的で ，うれ し か っ た 。

　 機会 を提供 して ドさっ た 保育 者か らも，好意

的な反応 を得 る こ とが で きた。

　以 ．ヒの こ とか ら，今回 の 目的の
．．一一

つ は達 成で

きた と思 われ る。

　 6 〜 8 月 の 間に 10箇所で 実施す る こ とで 精
一

杯 で は あ っ たが ， 卒業生 へ の 打診 の 段 階で は，

企画の 受 人れが もっ と多 い と予想 し て い た 。 保

育現場 の 多忙 さ と厳 し さ を 感 じ させ られ も し

た 。

　根気 強 く少 しず つ 理解者 を広げて い く努力が

求め られ る と考えて い る 。

V 　今後の課題

　今後 の 課題 と して は ，趣 旨を ど の ように理 解

し て もら うか で あ る。説明 の 際に 自然環境 との

関わ りに つ い て 的 を絞 っ て 話す こ とが で きなか

っ た こ とが 反 省点 と して残 っ て い る 。 また保護

者に は理解 して もらえて も， 絵本 キ ッ トの 絵柄

に よ っ て 制約が あ っ た り，自由に 描 ける よ うな

キ ッ トで あれ ば，製作 の 際 に f’ど もの 描 き た い

もの を作 る こ と に な り，趣 旨を 反 映 させ た 内容

に しよ うとすれ ば，親が作 っ て r一ど もに読ん で

あげる こ とに な っ て し まう。

　 10月末に は保護者の み で 絵本 を製作す る 機会

が あ る の で， ど ん な作品が 出来 ヒが る の か 期待
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富 山短 期 大学 紀 要 第37巻

し て い る。

　親子 で の 製作 の 場合 は ， f一どもが 年長児で あ

れ ば ，親 は i” どもが 困難 な部分 だけを
二F伝 い ，

r一ど も白身が 喜んで 製作に取組ん で い る様子を

見守 る こ と で ， 喜び を感 じて い る
一而 もあ っ た 。

　 また事前段階 で は，互 い の 作 品を見せ 合 うこ

とが 刺激 とな る こ と も期待 して い たが ，時間的

な制約が あ っ た。 r一ども達 は互 い に周囲 の 子 と

作品 を 見せ 合 う様子は よ く見受け られ た が ， で

きれ ば
一

人 ひ と りの 作品を親子皆の 前で 紹介 し

合 う機会 をも っ た方が 今回 の 趣 旨を広め る こ と

に つ なが っ ただろ うと，残念 に思 われ る 。

　 また 保育者か ら の 指摘 に もあ っ た が ，幼児期

か らの 環境教 育の 具体 的な実践事例 を，もっ と

多 く収集 し，それ を紹 介 して い くこ と も趣 旨へ

の 理解者 を広 め て い く ヒで 必 要 なこ とだ と感 じ

た 。

求 め る 試 み （2）」 富 iii短 期 大 学 紀 要 第 36 巻

P．182〜 194　 2001．3

3） 森 　 「幼児 と環境 との 望 ましい 関係 を求め

る 試 み 」 日本保育学会第 54回 大 会発 表論文 集

P，196〜197　 2001．5

4） 井上美智子 「保育者 は幼児期 の 環境教 育を

どう考え て い る か 」 日本保育学会 第54回 大 会

発表論文集　P．886〜8872001 ．5

5） 近藤正樹 「環境教育 の 観点か ら乳児期 の 保

育 を考え る」 全 国保育 士 養成協議会第40回大

会研究発表 論文集　 P．80〜81　 2001．9
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す 。
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ア ン ケ ー一一 ト

幼児 と環境 との 関わ りを 考え る 会

　今 日は 手 作 り絵本教室に ご参加 い た だ き 、 あ りが と うござい ま した。

どん な感想 をお もちで し ょ うか ？今後の 参 考の た め に、次 の ア ン ケ
… トに お 答え トさい 　．／

　以 ドの 項 目 の 回答 として 当て は ま る もの を、丸で 囲み 、（ ）には 記入 を し て ドさ い ／．t

・お 子 さ まの 年 齢 ・性別　 （　 ） 歳児 　　 （男　
・ 女 ）

・あ なた は 　お 子様の 　　 （母　・父 　・祖 母　・ 祖父 　・その 他 （　　　　　 〉）

・あなた は 今ま で に絵本作 り の 経験が 　 （あっ た　
・初 め て ）

・あなたの 年代 　（ 20 歳 前半 ・ 後半 、 30 歳前 半 ・ 後半、　40 歳 前 半 ・後 半 ）

1 ．全 体 と して の 感想 は （楽 し か っ た　・ まあ楽 しか っ た　・ あ ま り楽 しくなか っ た ）

2 ．作品製作時間 は 　　 （長 い 　 ・　ち ょ うどよ い 　
・
　 も っ と必 要 　）

3 ．説明 の 仕方 は　　　 （よ くわ か っ た　 ・　 普通　 ・　 わ か りに くか っ た　）

4 ．あな た の 作品の 内容は （身近 な 自然 と の 関わ りに つ い て ・省エ ネル ギ
ー

に つ い て ・

　　　　　　　　　　　　 水や 空気に つ い て　・食に つ い て 　
・

　　　　　　　　　　　　ごみ とリサイ ク ル に つ い て ・ そ の 他 （　　　　　　　 ））

5 ．作品 の ス タイ ル は　　（牛乳 パ ッ クを利用　
・
　絵本キ ッ トを利 用　）

6 ．そ の 他　ご意見 ・ご感想な ど、お気づ き の こ とを ご記 入 くだ さ い
。

ご協力あ りが と うご ざい ま し た、， 2001 ．　　 ．

会場 （

（　 ）

）
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